
The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

印
度
學
佛
教
學
研

究
第
六
十
四

巻
第
一

号
　
平
成
二

十
七

年
十
二

月

鈴
木
大
拙
の

ε

8
巳
豊
8
の

説
を
め

ぐ
っ

て

石

井

修

道

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　 SerVlce

The 　Japanese 　Assoclatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 二　St二udles

　

禅
思
想
に

お
い

て

「

悟

り
」

と

は

何
か
、

そ

れ

が
禅

文
献
上

に

ど

の

よ

う
に

表
現
さ
れ

、

そ
れ

を
ど

の

よ

う
に

研
究
す
る

か

は

重
要
な
問
題

で

あ
る

。

そ

も
そ
も

、

禅
は

悟
る

こ

と

と
そ

れ

を
如
何
に

言
語

表
現
す

る

か

は
、

従
来

、

大

き

な

問
題
で

あ
っ

た
。

　

入

矢
義
高
氏
に

「

雨
垂
れ
の

音
」

（

『

求
道
と

悦
楽
』

所
収
）

と
い

う

筆

者
の

入

矢
随
筆
の

中

で

最
も
好
き
な

論
が

あ
る

。

鏡

清
道
想
と

僧
と

の

問
答
の

こ

と

で

あ
る

。

あ
る
と

き

鏡
清
和
尚
が

僧
に

問
う
た、

「

門
の

外
の

は

何
の

音
か

な
」

。

僧、

「

雨
垂
れ
の

音
で

す
」

。

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
お

の

　

　

み

う

し

な
　

　

　

　

　
　
お

鏡
清、

「

衆
生
は

顛

倒
し

て
、

己
れ
を

迷
っ

て

物
を
逐
う
か

ー
」

。

僧、

「

和
尚
さ

ま
は
い

か

が
で

す
」

。

　

　
　
　

　
　

　
　
　
み
う

し

な

鏡
清、

「

す
ん
で

に
己
れ

を
迷

わ

ず
に

済
ん
だ

〈

泊
不
迷
己
〉

」
。

僧、

「

と

は
ど

う
い

う
意
味
で

ご

ざ
い

ま

し
ょ

う
」

。

　

　
　
　

　
　
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

え

鏡
清

、

「

出

身
は

猶
お

易
か

る

べ

き
も、

脱

体
に

道
う
こ

と

は

還
っ

て

難
し

　
〈
出
身
猶
可

易、

脱
体
道
還

難
〉

」

。

（
岩
波
現

代
文
庫

増
補
版

、

一

〇
三

頁）

鏡
清
の

最
後
の

文
を
入

矢
氏
は

「

悟
り
を
開

く
こ

と

は
、

ま

だ

し

も

　

　
　

　

　
　

　
　

　

ヘ

　　
ヘ

　
　

ヘ

　
　

ヘ

　
　

へ

易
し
い

。

そ
の

悟
り
を
さ

な

が

ら

に

語
る

こ

と
の

方
が
、

か

え
っ

て

む

つ

か
し
い

の

だ
」

の

意
味
と

し

て
い

る
。

　

こ

の

よ

う
に

禅
が

成
立

す
る

に

は
、

常
に

「

さ
と

る
」

と
い

う
こ

と

と
、

そ
れ
を
「

さ

な

が

ら

に
」

言
語
表
現
す
る

こ

と

は

問
題
に

さ
れ
て

き
た

の

で

あ
る

。

　

そ
の

こ

と
と

密
接
に

関
係
す
る

問
題
に
つ

い

て
、

筆
者
は

洞
山
良
价

の

悟

り
を
思
い

浮
か
べ

る
。

洞
山

良
价
の

悟
り
を

言
語
表
現
し

た

の

が

有

名
な
「

過

水
の

偈
」

で

あ
る

。

『

祖
堂
集
』

巻
五

の

「

雲
巌
曇

晟
章
」

を
踏
ま

え
て

、

拙
著
『

石
頭

自
己

完
結
を

拒
否
し
つ

づ

け
た

禅
者
』

（

臨

川
書
店、

二

〇

＝
二

年
、

一

九

〇

〜
一

九
三

頁）

で
、

次
の

よ

う
な

解
説
を

し
て

お
い

た
。

師
臨
遷

化
時、

洞
山

間、
「

和
尚
百
年
後

、

有
人
間
還
邀
得
師
真
也
無、

向
他

作
摩
生

道
」

。

師
云

、

「

但
向
他
道

、

只
這
箇
漢
是
」

。

洞
山
沈
吟
底

。

師
云、

「

此
一

著
子

、

莽
鹵
呑
不

過
、

千
生

万
劫
休

。

闍
梨

瞥
起

、

草
深
一

丈、

況

乃

有
言
」

。

師
見
洞
山
沈
吟
底、

欲
得
説
破
衷
情

。

洞
山
云

、

「

啓
師

、

不
用

説

破
。

但
不
失
人

身
、

為
此

事
相
著
」

。

師
遷

化
後、

過
太
相
斎

、

共
師
伯
欲
往

一 　



The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoclatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 二　St二udles

潟

山
。

直
到
潭

州
、

過
大

溪

次
、

師

伯

先
過

。

洞
山

離

這

岸
、

未
到

彼
岸

時、

臨

水
覩
影

、

大

省
前
事、

顔
色

変
異

、

呵
呵
底
笑

。

師
伯
問

、

「

師
弟
有

什
摩
事
」

。

洞
山

日
、

「

啓
師
伯

、

得
箇
先
師
従
容
之

力
」

。

師
伯
云

、

「

若
与

摩、

須
得
有
語
」

。

洞
山
便
造
偈
日

、

「

切
忌
随
他
覓

、

迢
迢
与
我
疎

。

我
今
独

自
往

、

処
処
得
逢
渠

。

渠
今
正

是
我

、

我
今
不
是

渠
。

応
須
与
摩
会

、

方
得
契

如

如
」

。

後
有
人

間
洞
山、

「

雲
巌
道
『

只
這
箇
漢
是
』

、

意
旨
如
何
」

。

洞
山

云
、

「

某
甲
当
初
泊
錯
承
当
」

。

（

中
華
書
局
本
二

五

三

〜
二

五

四

頁
）

こ

の

話
は
、

興
味
深
い

内
容
を

多
く
含
ん
で

い

る
。

ま
ず

、

洞
山
の

大
悟
の

場

所
で

あ
る

。

常
に

流
れ

行
く
川
面
に

映
っ

た

己

の

姿
を

見
て

悟
る

の

で

あ
る

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ

が

ん

此

岸
（
迷
い

の

岸
）

で

も
な

く
、

彼
岸
（
悟
り
の

岸
）

で

も
な

く、

そ
の

途
中

で

あ
り

、

し
か

も
現
実
の

無
常
そ
の

も
の

の

場
所
で

あ
る
こ

と

で
あ
る

。

次
に

大
悟
し
た

洞
山
に

対
し

て、

密
師
伯
（
神
山
僧
密
は

洞
山
の

兄
弟
子
で

、

師

伯

と

は

洞
山
門
下
か
ら
の

日

常
の

呼
び

名）

が、

そ
の

悟
り
を
言
い

留
め

る

べ

き

　
　
　
　
　
　

う
な

が

だ

と
言
語
表
現
を

促
し
て

い

る
こ

と

で

あ
る

。

…

…

禅
に
と

っ

て
の

こ

の

重

大

事
を
密
師
伯
に
迫
ら
れ

て
、

洞
山
の

「

過
水
の

偈
」

の

告
白
が

生
ま

れ
る
の

で

あ
る

。

問
題
は

「

過

水
の

偈
」

の

内
容
が

最
後
に

か

か
わ
っ

て

く

る
こ

と

に

な
ろ

う
。

こ

の

偈
に
は
、

「

彼
」

「

渠
」

と

「

我
」

の

代
詞
が

使
わ
れ
て

い

る
。

一

人

称
の

「

我
」

が

自
己
で

あ
る

こ

と
は

容
易
に

判
る

。

「

彼
」

と
「

渠
」

は
、

三

人

称
で

あ

る
が

、

こ
こ

で

は

使
い

分
け
ら

れ
て

い

る

と

言
え
よ

う
。

「

彼
」

と

は
、

川

面

に
映
っ

た

自
己
の

虚

像
で

あ
り、

影
で

あ
り、

衆
生
が

巓
倒
し
て

捉
え
た

眼

の

対
象
に

過
ぎ
な
い

。

「

我
」

が

「

我
」

の

ま

ま
で

あ

る
限

り
ど
こ

ま
で

も
顛

倒
の

延
長
と

な
ろ

う
。

「

我
」

が

「

無
我
」

と

な
る
と

、

「

渠
」

で

あ
る

真
実
の

自
己
と

な

り
得
る

の

で

あ
る

。

そ
の

時、

「

渠
」

は

本
来
性
の

自
己
と

な
る

の

で

あ
る

。

そ
の

「

渠
」

は

決
し
て

顛
倒
し

た
現

実
の

自
己
の

「

我
」

で

は

な
い

の

で

あ
る

。

こ

の

よ

う
に

真
実
の

自
己

、

つ

ま

り
本
来
性
の

自
己
は、

現
実
態

鈴
木
大
拙
の

督
。

三

豊
。

ロ

の

説
を
め

ぐ
っ

て

（

石
　
井）

そ
の

も
の

で

は
な
い

。

か
と

言
っ

て
、

現
実
態
を
離
れ
て

い

る

か
と
い

う
と

、

無
常
の

現
実
に

あ
り
な
が
ら

常
に

無
我
を

要
求
さ
れ
る

の

で

あ
る

。

そ
れ
は

後

　
　
　
　
　
　
　

き

さ

く
じ

よ
う
と

う

に

洞
山
が
答
え
た

「

泊
錯
承
当
」

の

語
に

も
現
れ
て

い

て
、

鏡
清
道
怎
の

立

場

と
響
き

合

う
も
の

が

あ
ろ

う
。

「

渠
」

は

無
限
の

自
己
否
定
を
通
じ
て

成
り
立

つ

の

で

あ
る。

　

こ

の

よ

う
に

「

悟
る
」

と

い

う
体
験
と

そ
の

言
語

表
現

の

「

悟
り

」

と
の

関

係

を

ど

の

よ

う
に

受
け

取

る

か

を
、

今
回

は

鈴
木

大

拙
の

且

碧
三
巴
o
口

（

叫
び
）

の

説
を

め

ぐ
っ

て

考
察
し

よ

う
と

試
み

る

も
の

で

あ
る

。

　

こ

の

督
。

9
皀
8
の

説
は

、

『

鈴
木

大
拙
全
集
』

巻
一

（

岩
波
書
店、

一

九
六

八

年）

に

所
収
さ
れ
る
『

禅
思

想
史
研
究

第
一

ー
盤
珪
禅

ー
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
ん
け

い

よ

う

た

く

に

出
て

来
る

が
、

こ

の

巻
一

は

大

拙
が

新
た

に

発

掘
し
た

盤

珪

永

琢

（
一

六
二

ニ

ー
一

六

九
三
）

の

「

不
生

禅
」

の

研

究
で

あ
り

、

大
拙
自
身
の

禅
思
想
を

考
え
る

場
合
に

お
い

て

も

密
接
な

関
係
が

指
摘
で

き
る

も
の

で

あ
る

。

（
な
お、

盤
珪
の

語
は、

本
論
の

性
格
上

、

鈴
木
大
拙
編
校
『

盤
珪

禅

師
語
録
』

岩
波
文

庫
本
に
よ

り、

赤
尾
龍
治
編
『

盤

珪
禅

師
全
集
』

大
蔵
出
版
を

参
考
に

付
し、

赤
尾
本
と

略
称
す

。

）

　

盤
珪
は

周
知
の

よ

う
に

、

俗
姓
を

菅
原
氏
と

い

い
、

元

和
八

年
三

月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

ぽ

し

八

日
、

現
在
の

姫
路
市
網
干
区

浜
田

で

生

ま
れ

て
い

る
。

十
一

歳
で

父

親
を
亡

く
し

、

十
二

歳
で

『

大
学
』

の

「

明
徳
」

に
つ

い

て

大
疑
を
起

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず
い

お

う

じ

　

う

ん

ぽ

こ

し
、

十
七

歳
で

赤
穂
の

随
鴫

寺
の

雲
甫
全

祥
和
尚
の

元
で

出

家
し

、

更
に

そ
の

法
嗣
の

備
前
の

三

友
寺
の

牧
翁

祖
牛
和
尚
に

参
じ

て
、

そ
の

一 103一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　
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鈴
木
大

拙
の

＆

蓉
巳
巴
8
の

説
を
め

ぐ
っ

て

（
石
　
井
）

法
を

嗣
い

だ
。

そ

の

後
、

網
干
の

龍
門
寺
・

大

洲
の

如
法
寺
・

京
都
の

妙
心
寺
・

麻
布
の

光

林
寺
に

住

持
す
る

。

一

六

九
〇

年
に

仏
智
弘

済
禅

師
の

号
を

賜

り
、

元

禄
六

年
九

月
三

日

に

遷

化

す

る
。

更
に

後
の

一

七

四
〇

年
に

は

大
法
正

眼
国
師
と

勅
諡
さ
れ

る
。

　

そ

の

盤

珪

の

「

悟
り
と

悟
る
」

の
一

端
を
大
拙
が

ど
の

よ

う
に

問
題

に

し
て

い

る

か

を
み

て

み
よ

う
。

宗
教
の

体
験
で

も

哲
学
上

の

思

索
で

も、

究
竟
の

と
こ

ろ

は
一

句
子
に

尽
き

　
　

　
　

　

　
　

　
は
ぴ

る
。

此
一

句
子
が

手
に

人
つ

て

か
ら

、

そ

れ
が
根
本
と

な
つ

て
、

い

ろ
い

ろ

の

体
系
が

成
り
立
つ

。

基

礎
自
身
は

決
し
て

複
雑
性
を

も
つ

て

居
な
い

が
、

こ

れ

を

把
握
す
る

に

徹
底
性
と

明

瞭
性
と

を
欠
い

て

居
る

と
、

表
現
せ
ら

れ
る
一

句

　
　

　
　

　

こ

う
け
い

　
　
あ
た

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

ヘ

　

ヘ

　
ヘ

　
へ

子
が

ま
た
自
ら

肯
綮
に

中
ら

な
い

で
、

何
だ

か
ま
と

ま
り
が
つ

か
ぬ

も
の

に

な

る
。

宗
教
上
の

体
験
に
つ

い

て

云
へ

ば
、

体
験
そ
の

も
の

に
は

徹
底
性
が

あ
つ

て

も
、

思
想
上

の

明

瞭
性
が

加

は

ら
ぬ

と
、

「

一

句
子
」

は

単
な
る
エ

ジ

ャ

キ
ユ

レ

ー

シ

ョ

ン

（

叫
び
）

に

す
ぎ
ぬ

こ

と

と

な
る

。

そ
の

人
に

と

り
て

は
、

そ
れ
で

も
結
構
で

あ
る

。

ま
た

そ
れ
を

見
る

人
、

聞

く
人
に

と
つ

て

も
、

或
る

度
ま
で

は
、

そ
れ
で

も
結
構
で

あ
る

。

が
、

人

間
の

意
識
な
る

も
の

は

表
現
性

−
曲
折

あ
る

表
現

性
の

上

に

成
立

す
る

も
の

で
、

エ

ジ
ャ

キ
ュ

レ

ー

シ

ョ

ン

だ

け
で

は
い

け
な
い

。

何
か

言
語
と

な
ら
ね
ば

な
ら
ぬ

。

思

想
的
な
も
の

が

そ
こ

に

酌
み

と

ら
れ

ね
ば

な
ら
ぬ

。

そ
の

人
の

体
験
は
こ

れ
で

又

明
瞭
性
を
加
へ

る

こ

と

に

な
る

。

従
つ

て

そ
の

体
験
が

社
会
性
を

帯
び

て

く
る

、

袰

為
人
度
生

的
効
果
を
も
つ

と

云
ふ

こ

と
に

な

る
。

盤
珪
の

不
生
禅
は

彼
が

体

　
　

　
　

　

　
　

　
　
よ
く

の

深
さ
に

兼
ね
て

思
想
的
直
截
性
と

明
瞭

性
を
兼
備
し
て

居
る
も
の

と

云
は

な

く
て

は
な
ら
ぬ

。

（
『

全
集
』

一

巻
］

四

頁
）

こ

の

中
で

、

大
拙
は

「

＆
曽

2
巨
δ
ロ

だ

け
で

は
い

け

な
い
」

と

言
っ

て

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
エ

ジ
ヤ

キ
ユ

レ

　
シ

ヨ

ン

い

る
。

同
様
の

こ

と

を
「

た

だ

の

叫
　

　

び
、

た
だ

の

反
射
的
な

も
の

だ

け
で

は
い

け
な
い

の

で
、

禅

者
は

こ

れ
を
思

想

的

な

も
の

に

せ

ん

と

つ

と

め

る
。

そ
の

結
果
は

有
と

無
と

の

矛

盾
を

そ
の

ま
ま

に

し

た

表
詮

法
を

用
ゐ

る
」

（

同
一

七

頁
）

と

も
言
っ

て

い

る
。

し

か

し
、

一

方
、

禅

で

は

体
験
を

重
ん

じ
、

悟
っ

た

時
の

状
態
が
重
要

視
さ

れ

て

き
た

の

で

あ

る
。

む

し
ろ

、

禅
は
こ

の

悟

り
の

体
験
が

追
求
さ

れ
て

き
た
一

面
が

あ

る
。

こ

の

体
験
と

言
語
表
現

を
ど

の

よ

う
に

考
え
て

い

け
ば
よ
い

の

で

あ
ろ

う
か

。

　

大
拙
は

、

盤
珪
禅
を

明
ら

か

に

す
る

為
に

、

一

般
禅
か

ら

問
題
提
起

し
、

「

悟
り
そ
の

も
の

の

内
容
と

、

悟
り
を

得
る

機
会
（

又
は

悟
り
に

達
す

る

途
）

」

（
『

全
集
』

一

巻
「

悟
り
と

悟
る
上
」

所
収、

入

四
頁
）

、

つ

ま
り

、

「

悟

り
と

悟
る
」

を
長

文
を

裂
い

て

展
開
し
て

い

る
。

基
本
的
に

は
、

こ

の

関
係
を

、

次
の

よ

う
に
い

う
。

「

悟
る
」

（

動
詞）

と

「

悟
り

」

（

名
詞）

と
を
分
け
て

考
へ

て

見
る
と

、

禅
そ

の

も
の

に

対
す
る
理

解
を

善
く
す
る

や

う
に

思
は

れ
る

。

「

悟
る
」

と

云
ふ

と

き
は

個
人

的
・

心
理

的

経
験
で

あ
り

、

「

悟
り

」

は

此

経
験
の

事
実
を
別

に

し

て
、

こ

れ

を
知
識
の

面
に

持
ち
出
し
た

も
の

と

見
て

よ

い
。

（

同
九
二

頁
）

　

そ
も

そ

も
、

こ

の

よ

う
に
一

般

的
な

禅
か

ら

問
題

提
起

し

な
が

ら

も
、

以

下

の

よ

う
に

、

大
拙
は

盤

珪
自
身
は

ど

の

よ

う
な

経

過
を

経

て
、

ど

の

よ

う
に

彼
自
身
が
さ

と

り
を

表
現
し

て

い

る

か

を
、

盤
珪

自

身
の

言
葉
に

よ

り
な

が

ら

詳
細
に

明
ら

か

に

し

よ

う
と

試
み

て
い

る
。
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な

お
、

盤
珪
の

伝
記
に

関
し
て

は
、

藤
本
槌
重
著

（

春
秋

社
、

一

九

七
一

年
）

が

詳
細
で

あ
る

。

『

盤
珪
国
師
乃
研

究
』

 

（

元
和

入

年

念

六
二

二
〉

に

播
州
揖
西
郡

浜
田

郷
に

生
ま
れ
る
）

身
ど

も
が

親
は

も
と
四

国
浪
人
で

ご

ざ
つ

て
、

し
か

も
儒
者
で

ご

ざ
つ

た
が
、

此

所

に

住
屠
い

た

し
て

、

身
ど

も
を
う
み

ま
し

た
が

、

父
に

は

幼
少
で
は

な
れ
ま
し

て
、

母

が

養
育
で

そ

だ

ち
ま
し

た
（

語
録
四
三

頁
以
下）

〈

赤
尾
本

＝
二

頁

以

下
〉

（
『

全
集
』

一

巻
一

＝
一

頁
以
下
・

四
五
一

頁
以
下
参
照
）

〈

蒙
山

祖
印
編

『

盤
珪

和
尚
行
業
記
』

、

赤
尾
本
一
亠

ハ

九
頁
〉

　
　
　

　

　

　
ニ

ニ

も
と

　
　

　
　

　
　

　

　

　
　
　
　

 

　
幼
年
の

頃

爰
元
に

は

儒
が
い

か

ふ

は

や

り
ま
し
て

、

身
共
も
師
匠
ど
り
を

し
て

、

母
が
大

学
の

素
読
を
な
ら
は

せ
、

大
学
を
読
ま

す
る
と

き
、

大
学
の

道

は

明
徳
を

明
ら
か

に

す
る
に

あ
り
と
い

ふ

所
に
い

た

り
（
同
上
）

 

久
敷
此
明
徳
を
疑
ひ

ま
し
て

、

或
と

き
儒
者
衆
に

問
ま
し

た
…

…

ど
の

儒

者
も
し

り
ま
せ
ひ

で
、

…

…
さ
る

禅
宗
の

和
尚
へ

参
じ
て

明

徳
の

事
を

問
ま
し

た

れ
ば、

明
徳
が

し

り
た

く
ば
坐

禅
を
せ

よ、

明
徳
が
し

る
・

程
に

と

仰
ら

れ

ま

し
た
…

…
或
は

臥
さ
ず
に

、

念
仏
三

昧
に
し
て

居
ま
し

た

事
も
ご

ざ
つ

て
、

　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
か
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

ち
　
　
あ
き

い

ろ

い

ろ

と

あ
が

き
廻
つ

て
見
ま
し
て

も
、

彼
明
徳
は
そ

れ
で

も
、

埒
が
明

ま

せ

な
ん
だ

。

…
…
一

日
一

夜
も
終
に

脇
を

席
に

附
ま
せ
な
ん

だ
わ
い

の
。

其
数

年
の

つ

か

れ
が

、

後
に
一

度
に

発
り
て

、

大
病
者
に

成

り
ま
し

て、

彼
明
徳
は

す

み
ま
せ

ず、

久
し

う
明

徳
に
か

か

つ

て
、

骨
を
お

り
ま

し
た

わ
ひ

の
。

そ

れ

　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
た

ん

か

ら
病
気
が
だ
ん

だ
ん

次
第
に
お

も
つ

て
、

身
が
弱
り
ま

し
て、

後
に

は
痰
を

吐
ま
す
れ

ば、

お

や

ゆ
び
の

か
し

ら

程
な
る
血
の

痰
が
か

た

ま
つ

て
、

こ

ろ

り

こ

ろ
り
と

ま
ん

丸
に

成
て

出
ま
し
た

（

同
上
）

 

そ
れ

ゆ
へ

も
は

や
死
ぬ

る

覚
悟
を
し

て、

思
ひ

ま
し

た
は

、

は
れ

や
れ

是

　
　
　

　

　

　
　
　
べ

つ

し
て

の

ニ

り
お

お
き

非

も
な

き
事
じ
や

が
、

別
而
残
多
事
も

外
に
は

な
け
れ
ど

も、

唯
平
生
の

願

望

が

成
就
せ

ず
し
て

、

　

ぬ

る
か
な
と

ば
か

り
思
ひ

居
ま
し

た
。

お
り
ふ

し
に
ひ

鈴
木
大
拙
の

詈
。

三

践
8
の

説
を

め
ぐ
っ

て
（
石
　
井）

よ

つ

と
一

切
事
は、

不
生
で

と
・

な
ふ

物
を

、

　
　
　
　
　
　
や

う
や
う

　
　
　
　
　
　

　

　

さ

　

さ
て

今
ま
で

得
し

ら
ひ

て、

扨
々

む

だ

骨
を

折
た

事
か
な
と

思
ひ

居
た
で

、

漸
と

従
前
の

、

非
を

し
つ

て
ご

ざ

る
わ

ひ

の
。

（
同
上
）

 

身
ど

も

が
年
廿

六
の

時
、

は
じ

め

て
一

切
事
は

、

不
生

で
と
・

の

ふ

と
い

ふ

事
を

わ
き

ま
へ

ま

し
た
よ

り
此
か

た
、

四

十
年
来
仏
心
は

不
生
に
し
て

、

霊

明
な

も
の

が
、

仏
心
に

極
つ

た

と
い

ふ

事
の

不
生
の

証
拠
を

も
つ

て、

人
に

示

し
て

説
事
は

、

身
ど

も
が

初
て

説
出
し
ま
し

た
。

（
語
録
三

五

頁
）

〈

赤
尾
本
五

頁
〉

（

『

全
集
』

一

巻
七

頁）

 

終
に

は

願
成
就
い

た

し

ま

し

て
、

母
に

も
よ

く
わ

き
ま
へ

さ
せ

、

死

な

せ

ま
し

た

わ

ひ

の
。

（

語

録
五
一

頁
）

〈

赤
尾
本
一

五

頁
〉

（

『

全

集
』

　一

巻

二
一

四

頁）

　
　

　

　
　
　
ん

　
ギ

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　コハ
　
ヰ

 

師
、

元
和
壬
戌
（

エ
ハ

ニ

ニ
）

三

月
に

生

れ
、

元
禄
癸

酉
（
一

六
九

三
）

　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

け

み

九

月
三

日
辰
の

時
に

終
る

。

世
を

閲
す
る
こ

と
七

十
有
二

、

五

十

五
夏
に

坐

せ

り
。

（

『

行
業
記
』

、

赤
尾

本
｝

九
二

頁）

（

語

録
二

二
一

頁
参
照
）

　

大
拙
は

「

盤

珪
は

ど

ん

な

心

的
生

活
を
経
過
し

て

禅

経
験
に

進
ん

で

来
た

か
。

盤
珪

自

身
を

し

て

語
ら

し

め

よ
」

（
『

全
集
』

一

巻
四
五
一

頁
）

の

立

場
を
堅
持
し

た

上

で
、

盤
珪
伝
を

捉
え
て
い

る
。

し

か

も
、

「

彼
の

弟
子

に
よ

り
て

編
ま

れ

た

『

行
業
記
』

及
び

『

行
業
曲
記
』

、

及
び

『

紀

年
略

録
』

に

よ

る

と
、

上

述
と

多
少
異
な

る

と

こ

ろ

が

あ

る
」

（
同

四
五

四

頁
）

と

伝

記
資
料
が
存
在

す
る

こ

と

を

知
ら
な
い

訳
で

は

な
い

。

蒙
山

祖
印
編
『

盤
珪
和
尚

行
業
記
』

は

盤
珪
二

六

歳
の

行
状
を
次
の

よ

う
に

記
し

て

い

る
。
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鈴
木
大
拙
の

＆
四

。

已

巴
8
の

説
を
め
ぐ
っ

て

（

石

　
井
）

つ

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
し

よ

う
き

ん

尋
い

で

随
鴎
に

帰
り

、

本
師
（

雲

甫
全
祥）

を

省
覲
す

。

是
の

歳
、

郡
の

興
福

　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
わ
き

　
　
　
　
　

つ

寺
に

入
っ

て、

門
を

杜
じ

外
交
を
絶

ち
、

一

味
打
硬
に
研

究
し

て
、

脇
席
に

即

　
　
　
そ

う

こ

　

　

　

　

　
　

し
よ
う

ら
ん

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
お

　
も

け

ず
。

双
股
之
が

為
に

腫
爛
す
る
に

至
る。

以
為
え

ら
く

、

大
事
洞
徹
せ

ず
ん

　
　
　

　

　

　
じ

ん

か

ん

　

　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

じ
ゅ

う
あ

ば
、

則

ち
復
た

人
間
に

遊
ば

ず
と

。

遂
に

苦
修
に

て
、

重
痾
に

染
ん
で

九

死
に

　
　
　

　

　

　

こ

ま
ね

瀕
し

、

諸
医
手
を

拱
く

。

自
ら
謂
え

ら
く、

仏
法
若
し
霊

験
有
ら
ば

、

何
ぞ
我

　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
こ

う
ぜ
ん

し

　

か

お

あ
ら

を
し
て

大

事
を

了
せ

ず
し
て

、

溘
然
に

至
ら

俾
め
ん

や
。

一

朝

出
で
・

韻
ふ

。

　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
う
で

い

梅
香
鼻
を
撲
ち
て

、

疑
情
頓
に
除
く
こ

と、

桶
底
の

脱
す
る

が

如
し

。

病
も
復

　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　
よ

た

立

ち
ど

こ

ろ

に

癒

ゆ
。

且
つ

曰

く、

今
自
り
他
人
の

舌
頭
に

瞞
せ

ら

れ

ず

と
。

乃

ち
平
生

所
疑
の

話
頭
を
把
つ

て
、

従
頭
に

看
過
す
る

に、

刃

を
迎

え
て

解
せ

ず
と
い

う
こ

と

無
し

。

直
に

随

鴎
に

趨
い

て

所
解
を

雲
甫
に
呈

す
。

甫
曰

く
、

是

れ
所
謂

、

達

磨
の

骨
髄
な

り
。

然

り
と

雖
も、

須

く
諸
方
の

尊
宿
に

叩

き

質

す
べ

し

と
。

時
に

年
二

十

有
六

。

（

『

行
業

記
』

、

赤
尾
本
一

七
二

頁
）

（

『

行
業
曲
記
』

語
録
二

〇

七

頁
〈

赤
尾

本
二
＝

二

頁
〉

、

『

行
業
略
記
』

語
録

二

二

六

頁
〈

赤
尾
本
三

八

九

頁〉

参
照）

　

そ

の

後
、

長

崎
の

崇

福
寺
で

承
応

元

年
（

＝
ハ

五

二
）

に

道
者

超
元

（
？

ー
一

六

六
〇
）

の

下
で

大
悟
し

た

記
録
も

残
っ

て
い

る

が
、

三

友
寺
の

牧
翁
祖
牛
が

明
暦
三

年
（
一

六
五
七
）

に

与
え
た

印
可

状

に

つ

い

て

は

触

れ

て

お

く

必

要
が

あ
ろ

う
。

此
の

永
琢
首
座
は

撥
草
瞻

風
の

志
あ

り
。

　
　
　
こ

う
が

い

久
し

く
霜
辛
雪

苦
を
経
て
、

諸
方
の

門

庭
を

敲
硫
す

。

大

事
因

縁
を
了
畢
し

、

　

団
を
圏

絶
す
る

こ

と

必
せ

り
。

誠

に

吾
門

庭
の

真
種
草

な
り

。

憶
う
に

夫
れ

昔
年
霊

山
会
上
に

於
て

、

微
妙
の

法

　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
ひ

い

門

を
摩
訶
大
迦
葉
に

付
嘱

し
了
れ

り
。

其
の

例
を

攀
て

吾

亦
曲
さ
に

今
汝
に

伝

付
す

。

後
来
断
絶
せ
し

む
る
こ

と

莫
れ

。

　
　

　

　

惟
時
明

暦
三

酉

年
十
一

月
吉
辰
　
　
正

法
末
派
三

友
寺
祖
牛
九

拝

　
　

　

進
上

　
　
永
琢
首
座

　
侍
司
下

　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
（
赤
尾
本
六
五
七

頁
〈

藤
本
本
一

九
九

頁
〉

）

　

以
上
の

盤
珪
の

伝
記
で

は
、

『

行
業
記
』

や

「

印
可
状
」

の

よ

う
に

、

盤
珪
は
一

般
化
さ

れ

た

禅
と

同

じ

よ

う
に

捉
え
る

こ

と

は

可

能
で

あ
る

に

も

関
わ

ら

ず
、

大
拙
は

「

盤
珪
は
一

命
を

睹
し

て

明
徳
に

対

す
る

疑

の

解
消
に

向
つ

た

こ

と

だ

け
は

疑

を

容
れ

な
い
」

（

『

全
集
』

一

巻一

＝

七

頁）

と

し

た

上

で
、

「

明
徳
と

不
生

の

関
係
は
つ

ま

り
ど

う
つ

く
の

か
」

（
同
四
五
七

頁）

に

こ

だ
わ
り
つ

づ

け
る

の

で

あ
る

。

つ

ま
り

、

盤

珪
の

明
徳
に

対
す
る

態
度
に

も
自
と

宗
教
的
な
る

も
の

と

哲
学
的
な
る

も
の

と

あ
る
と

云
つ

て

よ

い
。

明

徳
を
明
か
に

す
る

と
云
ふ

と
き
は、

殆
ん

ど

全
く

知
的
と

見
ら
れ
る

が
、

こ

れ
を

明
か
に

し

よ

う
と
す
る

動
機
に
は

、

生
と

死
の

問
題

が

か

ら
ん

で

居、

ま

た

芸
術
的
あ
こ

が

れ

と

も
見
る

べ

き
一

種
の

感
情

が
、

そ
の

奥
に

動
い

て

居
た
や

う
で

あ
る

。

盤
珪
は

、

自
ら

意
識

し
て
、

明

徳

を

精
神
生

活
の

目
標
と
し

た
が

、

実
際
は

彼
の

心
は

、

仏
教
的
に

活
き
て

居
た

と

思

は

れ
る

。

ー
ー

。

明
徳
で

は
ひ

つ

た

も
の

は
、

出
て

も

明

徳
で

あ
る
べ

き
だ
が

、

彼
は

何
も
云
は

ず
に
居
る

。

（

『

全

集
』

一

巻
四

五

五

頁
）

　

こ

こ

に

今
回

問
題
に

し

た

「

書
o

巳

銭
8
だ

け
で

は
い

け
な
い
」

を
有

名
な

次
の

『

天

聖

広
燈
録
』

巻
一

〇

「

臨
済
義
玄

章
」

の

臨
済
義
玄
の

大
悟
と

比

較
す
る

の

で

あ
る

。

一 106一
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師、

大
愚
に

到
る

。

大
愚

問
う、
「

什
塵
の

処
よ

り
か

来
た

る
」

。

師
云
く

、

「

黄
檗
の

処
よ

り
来
た

る
」

。

愚
云
く

、

「

黄
檗
は

何
の

言
句
か

有
り
し
」

。

師
云

く、

「

某
甲
は

三

度
仏
法
的
的
の

大
意

を

問

う
て、

三

度
棒
を

喫

す
。

知
ら

ず、

某
甲
過

有
る

や
過
無
き
や
」

。

愚
云

く
、

「

黄
檗
恁
麼
に

老
婆
に

し
て

汝
が

為
に

し
得
て

徹
困
な
る
に

、

更
に

者
裏
に

来
た

り
て

、

過
有
る

か

過
無
き
か
と

問
う
や
」

。

師、

言
下
に

大
悟
し

て

云

く、
「

元

来
黄
檗
の

仏

法
多
子
無
し
」

。

　
　
そ
う
じ

ゅ

う
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
こ

　

　
　
　
　
　
　

　

　

　
せ

き
ら
い

　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

い

大
愚
掫
住
し
て

云

く
、

「

者
の

尿
牀
子

、

適
来
は

過

有
る

か
過

無
き

か
と

言
道

い
、

如
今
は

却
っ

て

道
う

、

黄
檗
の

仏
法
多
子
無
し

と
。

珎
、

什
麼
の

道
理
を

　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
つ

か
見
た
る

、

速
か

に

道
え

、

速
か

に
道

え
」

。

師、

大
愚
の

脇
下
に

於
て
、

築

く
こ

と
三

築
す

。

大
愚、

拓
開
し
て

云

く
、

「

怺
は

黄
檗
を

師
と

す、

吾
が

事

あ
ず
か

に

干
る

に

非
ず
」

。

（

原
漢
文

。

宋
版

、

中
文
本
四
三
三

〜
四

三

四

頁
。

入
矢
義

高
訳
注
岩
波
文
庫
本
一

七
九

〜
一

入

五

頁）

　

筆
者
は

『

道

元

禅
師

正

法
眼

蔵

行

事
に

学
ぶ
』

（

禅
文
化

研
究
所

、

二

〇

〇
七

年
）

で
、

こ

の

臨
済
義
玄
の

大

悟
を

次
の

よ

う
に

解
説
し
た
こ

と

が

あ
る

。

禅
僧
に

と
っ

て

大
悟
は、

最
も

精
神
の

高
揚
し

た

瞬
間
に

ち
が
い

な
い

。

そ
の

時
の

言
語
表
現
は

種
々

伝
え

ら
れ

て
い

る
が

、

臨
済
の

場
合

、

歓
喜
の

叫
び
と

受
け
取
れ

る
。

そ

の

叫
び

と
は、

「

元
来
黄
檗
の

仏

法
多
子
無
し
」

で

あ
る

。

こ

れ

を
従
来
「

な
ー

ん
だ

、

黄
檗
の

仏
法
は
た
い

し

た
こ

と
は

な
い
」

と
黄
檗

を
も
乗
り
越

え
た

臨
済
の

気
概
の

表
現
だ

と
理

解
し

て
き
た

。

こ

れ
で

は

臨
済

の

叫
び

に

は

な
ら

な
い

。

「

多
子
」

と
は

「

あ
れ

や
こ

れ

や
の

面
倒

な
こ

と
」

と
か

「

ご

た
ご

た

し
た
事
柄
」

の

意
味
で

あ
る

。

「

多
子
無
し

」

と

は
、

そ
の

否
定
で

あ
る

か

ら
、

「

端
的
」

と

か

「

ズ
バ

リ

そ
の

も
の
」

の

意
味
で

あ
る

。

鈴
木
大
拙
の

馨
。

巳

畧
8
の

説
を
め

ぐ
っ

て

（

石
　
井）

…
…

「

仏
法
的

的
の

大
意
」

と

は
、

臨
済
は

概
念
的
に

難
し
い

も
の

、

と

て

も

初
心
者
に
は
理

解
で

き
な
い

も
の

、

自
分
の

よ

う
な
未
熟
者
で
は

到
達
で

き
な

い

「

多
子
」

と
思
い

込
ん

で

い

た
の

で

あ
る

。

大
愚
に

助
言
さ
れ

て

到
達
し
た

叫
び
は

、

「

あ
あ
1
黄
檗
の

仏
法
と

は

端
的
だ

っ

た
の

だ
」

と

言
っ

た

で

あ
る

。

…

…

臨
済
は
そ
の

普
遍
な
る
も
の

を

発
見
し
た

の

で

あ
る

。

臨
済
は

驚
愕
し

、

歓
喜
し

、

舞
い

上

が

ら
ん

ば

か

り
に

叫
ん

だ

の

で

あ
る

。

（

同
書
二

五

〇

〜

二

五
一

頁）

　

筆
者
は

「

叫
び
」

の

語
を

使
用
し

て

い

た
が

、

今
回

の

大
拙
の

い

う

「

＆

碧
巳

警
o
ロ
」

を

当

時
検
討
し

て

い

た

訳
で

は

な
い

。

こ

の

臨
済
義
玄

の

大
悟
に

準
じ

て
、

大

拙
は

盤
珪
に
つ

い

て

次
の

よ

う
に

興
味

あ
る

分

析
を
す
る
の

で

あ

る
。

そ
ん

な
ら

、

何
故
に

盤
珪
自
身
は

「

彼
明
徳
は

す
み

ま

せ

ず
、

久
し

う
明
徳
に

か

か
つ

て

骨
を

折
り
ま
し

た

わ
い

の
」

と

云
ふ

か
。

而
し
て

最
後
に

「

折

ふ

　
　
ヘ

　
　

ヘ
　　
ヘ
　　
へ

し
、

ひ
よ
つ

と
一

切
事
は

不
生
で

調
ふ

物
を

、

今
ま
で

得
し

ら
い

で
、

扨
て

む

だ

骨
を

折
つ

た

こ

と

か

な
」

と

嘆
息
す
る

。

終
始
明
徳
の

詮
索
で

進
ん
で

居
た

な
ら

、

「

あ
あ
是
が

明
徳
か

、

大
学
の

明
徳

畢
竟
じ
て

多
子
な

し
」

と

で

も
絶

叫
す
べ

き
で

は

な

か
つ

た

か
。

明
徳
と

不
生
の

関
係
は
つ

ま
り
ど

う
つ

く
か

。

自
分
の

推
究
に

よ
れ

ば
、

左
の

如
き

解
釈
を
つ

け
た
い

。

盤
珪
は

明
徳
明
徳
と

云
ふ

が
、

こ

れ
は

幼
児
此

事
に

対
し
て

始
め
て

疑
念
を

起
こ

し
た
の

で
、

彼
の

一 107一

意
識
の

底
に
は

い

つ

も
明
徳
が

あ
つ

た
。

而
し

て

彼
は

此
文
字
を
以
て

、

彼
が

心
の

中
に

揺
い

で

居
た

す
べ

て

の

疑
問
を
一

括
と

し
て

の

名
称
と

し
た
の

で

あ

る
。

…
…

盤
珪
の

如
き

独
創
的

な
頭
を

持
つ

て

居
る
も
の

に
と

り
て

は
、

始
め

か

ら

名
称
を

持
つ

た

も
の

を

逐
ひ

ま
わ

す
こ

と

は

な
い

。

明

徳
の

名
に
よ

り
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鈴
木
大
拙
の

＆

き
三
魯
8
の

説
を
め

ぐ
っ

て

（

石
　
井）

て、
の

全
機
構
は
、

と
云
つ

て

よ

い
。

と
し
て
、

た
い

。

幼
児
の

反

省
は

刺
激
せ

ら
れ

た
が、

彼
が
そ
の

後
の

宗
教
的

哲
学
的
生

涯

何
や
ら

名
の

つ

け
ら
れ
ぬ

も
の

に

対
す
る

疑
情
に
て

活
動
し
た

　
　
　
　
　
　

彼
は、

得
道
の

後、

こ

の

無

名
目
の

騒
ぎ
に

名
字
を
附
せ
ん

　
　
　
　
幼
年
時
の

体
験
の

動
機
で

あ
つ

た

「

明
徳
」

を
用
ゐ

た

も
の

と
考
へ

　
　
　
十
二

歳
よ

り
二

十
六

歳
に

至
る

十
数
年
間
の

精
神
動
揺
の

内
容
は

実
に

名
状
す
べ

か
ら
ざ

る
も
の

が

あ
つ

た
。

経
典
や

祖
録
な
ど

も
読
ん

だ

に
相
違
な

い

と
思
は

れ
る

盤

珪
の

心
は

、

別
に

こ

れ
と

名
指
し

難
き
も
の

に

由
り
て

、

掻

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

、

き

廻
さ

れ
て

居
た

。

そ

れ
が
ひ

よ

つ

と

す
べ

て

解
決
の

つ

い

た

と

き
の

彼
の

禅

意
識
の

内
容
は

「

不
生
」

で

あ
つ

た
。

不
生
を

尋
ね
て

居
た

か
ら

不
生．
に

ぶ

つ

か
つ

た
と

云
ふ

わ

け
で

も
な
い

。

ま
た

明

徳
を

探
し

居
て、

ふ

と

不
生
に

気
が

つ

い

た
と

云
ふ

こ

と
で

も
な
い

。

騒

ぎ
の

王

部
を
ひ
つ

く
る

め
て

「

明

徳
」

の

疑
ひ
と

云
ひ

、

そ
の

鎮
ま
つ

た

端
的
を

「

不
生
」

と

云
つ

た
の

で

あ
る

。

こ

れ

は

盤
珪

と
云
ふ

特
殊
の

個

体
我
の

意
識
に

現
は

れ
た

事
象
で
、

誰
の

頭
に

も

皆

こ

ん

な

名
称
で

経
験
せ

ら

れ

る

と

云

ふ

わ

け
で

は

な
い

。

（

「

全
集
』

　一

巻

四

五
七

〜
四
五

八

頁
）

　

こ

こ

に

見
ら

れ
る

大
拙
の

「

推
究
」

に

よ

る

盤

珪
の

「

明
徳
」

と

「

不

生
」

の

関
係
の

説
は

、

大
拙
の

独
自
な
も
の

で

あ
ろ

う
。

そ
の

推
究
の

中
に

、

今
回
禅
者
に

と
っ

て

重
要
な

問
題
で

あ

る

「

悟
り

」

と

「

悟
る
」

に

関
し
て

、

「

皿

碧
巳

畧
o
昌
」

を
盤
珪

で

問

題
と

す
る

と

ど

う
の

よ

う
に

な
る

か
、

が

語
ら
れ

て

い

る

と
い

え
よ

う
。

こ

れ

を

踏
ま
え
て

盤
珪
の

不
生

禅
の

特
色
と
性
格
が

展
開
す
る
の

で

あ
る

。

　

こ

れ

ら

の

盤
珪

の

伝
記
を

通
し

て
、

大

拙
の

注
目

す
る

と

こ

ろ

は
、

次
の

点
に

あ
る

。

こ

れ
で

見
る
と
、

盤
珪
の

苦
修
が
い

た
ま

し
い

ほ

ど
に

、

あ

り
あ
り
と

知
ら
れ

る
。

彼
自
身
も
老
後
に

当
時
を
追

憶
し
て

如
何
に
も

「

無
駄
骨
を

折
つ

た
」

と

云
つ

て

居
る

。

が
、

そ
の

実
こ

の

「

無
駄
骨
」

が
な
か

つ

た
な

ら
、

あ
の

や

う

な
光
明
盛

大
な
一

生
が
な

か
つ

た
で

あ
ら

う
。

併
し

盤
珪
自
身
か
ら

見
れ

ば、

そ
れ
は

ど
こ

ま
で

も
無
駄
骨
で

あ
つ

て
、

彼
は

ど

う
か

し
て

彼
の

聴
衆
を

そ
の

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
ヘ

　

ヘ

　

ヘ
　

ヘ

　

へ

苦
し

み
か
ら
冒・

ひ

た
い

と

思
ふ

心
を

切
に

懐
い

て

居
た

。

誠
に

あ
り
が
た
い

こ

と

で

あ
る

。

（

『

全

集
』

一

巻一

＝

五

〜一

＝

六

頁
）

（

『

全
集
』

一

巻
四

五

七

頁

以

下
も
参
照）

更
に

盤
珪
の

「

宗
教
」

に

及
ん

で
、

次
の

よ

う
に

も
言
う
の

で

あ
る

。

不
生

禅
は

盤
珪

が
只
々

奇
を

好
ん

で

道
ひ

だ
し

た

も
の

で

な
い

事
は

今
更
弁
ず

る

ま
で

も
あ
る

ま
い

。

が、

何
か
の

参
考
に

ま
で

記
し

お
き
た

い
。

そ
れ
は

盤

珪
は

元
来
宗
教
家
で

あ
つ

て
、

只
々

の

哲
学
者
で

な
い

。

哲
学
者
と

宗
教
者
と

を

ど
こ

で

区
別
す
る

か
は、

時
に
よ
る

と

六

箇
敷
こ

と

も
あ
る

。

両
者
と

も
同

じ

問
題
を
取
扱
ふ

が
、

一

は

知
に
傾

き
一

は

体
験
を
重
ん

ず
る

、

一

は

概
念
的

分
析
を

主
と

せ

ん
と

す
る
が

、

一

は

直
観
的
表
現
を
好

む
。

そ
れ

で

盤
珪
の

不

生

禅
も
自
ら

直
観
的
な
文
字
で

云
ひ

あ
ら
は

さ

れ
て

居
る

。

そ
れ

か
ら

毳

の

最
も
特
異
な
点
は

す
べ

て

が
慈
悲

を
推
進
力
・

展
開
力
と
し
て

　
る
と
こ

ろ

で

あ
る

。

そ
れ

で

盤

珪
も

自
ら
獲
た
と
こ

ろ

を
何
と

か

し
て

、

出
来
る

な
ら、

自
分
ほ

ど
の

苦
労
な

し
に、

入
々

に

も
同
じ

く
得
さ
せ

た
い

と

思
う
た
の

で

あ

る
。

そ
の

結
果
が

不
生
禅
で

あ
る

。

（

『

全
集
』

一

巻
九

頁
）

そ
し
て

大
拙
は

盤
珪
へ

の

涙
で

締
め
く
く
っ

て

い

る
。

盤

珪

は

「

無

駄
骨
」

「

無
駄
骨
」

と

云
ふ

が
、

な
る
ほ

ど

此

老
境
で

円

熟
し
た

果
遂
の

身
で

云
へ

ば

「

む
だ
」

か

も

知
れ
ぬ

が
、

実
は

此

「

む
だ
」

が

な

く
て

は
、

盤
珪
は

決
し
て

盤
珪
で

は
な
か

つ

た
の

で

あ
る

。

或
る

点
で

は
、

「

不
生
」
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と
云
ふ

何
た

る

無
雑
作
な

言
ひ

あ
ら
は

し
で

あ
ら

う
1
　
盤
珪
の

云
ふ

ま

ま
に

受
け
入
れ
て

置

け
ば
そ
れ

で

万

事
が

す
む、

如
何
に
も

容
易
至

極
で

あ
る

。

併

し
そ
れ
は

そ
の

実
そ

れ
だ

け
で

は

な
い

の

で

あ
る

。

何
の

苦
も
な

き
水
鳥
の

足

の

動
き
に

も、

実
は

思
ひ

に

あ

ま
る

苦
労
の

蓄
積
が
あ
る

こ

と

を

忘
れ
て

は

な

ら
ぬ

。

「

無
駄

骨

折
」

な

し

に

は

人

間

何
事

も

出

来
ぬ

。

盤

珪
の

　

爺
！

但
々

汝
の

慈
悲
の

故
に

此
落
草
の

談
あ

り
で

あ
る

。

感
涙

滂
沱
な
る

を

覚
ゆ

る
。

（
『

全

集
』

　一

巻
一

〇

頁）

　

今
一

つ
、

次
の

『

禅
百
題
』

と
し
て

は
な
ら
な
い

だ
ろ

う
。

の

大
拙
の

盤
珪

禅
へ

の

老
婆
心
は

見
落

　

か

ら
す

ロ
ハ

々

鴉
の

啼
く
の

を
聞
い

た

り
、

人
に

叩
か
れ

て

痛
み
を

覚
え
る
と
こ

ろ

に
、

不
生

を
悟
る

と
云
つ

て

は

大
い

に

錯
る

。

不
生

の

落
着
き
場
　
は

、

も
つ

と

も

つ

と

深
い

と
こ

ろ

に

あ
る

。

そ
れ

に

気
が
つ

か

な

け
れ
ば

、

吾
も
人

も
朝
か

ら

晩
ま
で

鴉
の

啼
く
の

を

聞
い

て

ゐ

て
、

そ

れ

で

不
生

が
わ

か

ら
ぬ

で

は

な
い

か。

不
生
は

無
分
別
の

と
こ

ろ
で

悟
ら
な
け
れ

ば

な
ら
ぬ

。

（
『

全
集
』

一

五

巻

二

六
九

〜
二

七
〇

頁）

　

も
は

や

大
拙
の

盤
珪

の

分

析
に

つ

い

て

は
、

ほ

ぼ
、

終
え
よ

う
と

思

う
が

、

今
回
の

問
題
は

、

実
は

大

拙
自
身
の

禅
と

も
関
連

す
る
の

で

は

あ
る

ま
い

か
。

か
つ

て
、

西
田

幾
多
郎
は

、

一

九

四
二

年
一

〇

月
、

鈴

木
大
拙
著

『

文
化
と

宗
教
』

に

「

序
」

を

寄
せ

て

次
の

よ

う
に

言
っ

た
。

真
宗
と

禅
宗、

聞
名
と

見
性
と
い

ふ

小
文
の

如
き
は

、

君
な
ら

で
は
と

思
は
れ

る
。

君
は

近
来

、

盤
珪
禅
師
に

興
味
を
有
つ

て

居
ら

れ
る

様
で

あ
る

。

二

百
余

年
来

、

忘
れ
ら
れ

て
ゐ

た

盤
珪

禅
師
が

、

今
日
、

君
に
よ
つ

て

日
本

禅
と

し
て

鈴
木
大
拙
の

＆

穹
信一
巴
8
の

説
を
め
ぐ
っ

て

（

石

　
井
）

光
を
放
つ

様
に

な
つ

た
と

云
ふ

こ

と

が
で

き
る

。

君
は

元

来
盤
珪
禅
師
に

似
た

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　

う
べ

な

戸
が

あ
る

か
に

思
は

れ
る

。

君
の

云
ふ

所、

行
ふ

所
、

之
を

肯
ふ

と

否
と
に

関

せ

ず、

い

つ

れ

も
一

種
の

風
格
を

帯
び

ざ
る

も
の

は

な
い

。

水
自
竹
辺
流
出

冷
、

風
自
花

裏
過
来
香
〈
水
は

竹
辺
よ

り
流
れ

出
で

て

冷
く

、

風
は

花
裏
よ

り

　
　
　
　
か

ん
ば

過
ぎ
来
っ

て

香
し

〉

と
で

も
い

う
べ

き
か

。

（
『

全

集
』

一

九
巻
三

〜
四

頁
）

　

大
拙
は

釈
宗
演
か

ら

与
え
ら
れ

た

「

無
字
」

の

公
案
を

突
破
し
た

こ

と

を
、

一

九
〇
二

年
九

月
二

十
三

日

に

西
田
幾

多
郎
に

宛
て

た

書
簡
で

次
の

よ

う
に

書
い

て
い

た
。

予
の

嘗
て

鎌
倉
に

在
り
し

時
、

一

夜
期
定
の

坐

禅
を

了
へ

、

禅
堂
を
下

り
、

月

明
に

乗
じ

て

樹
立
の

中
を

過
ぎ
帰
源
院
の

庵

居
に

帰
ら

ん
と

し
て

山
門
近
く

下

り
来
る

と

き
、

忽
然
と
し
て

自
ら

を
わ

す
る

、

否、

全

く
忘
れ
た

る

に
は
あ

ら

ざ
り
し
が

如
し、

さ

れ
ど

月
の

あ
か

き
に

樹
影
参
差
し

て
地
に

印
せ

る
の

状
、

宛
然
画
の

如
く、

自
ら

其
画
中
の

人
と

な
り
て

、

樹
と

吾
と
の

間
に

何
の

区

別

も
な
く

、

樹
是

吾
れ
、

吾
れ

是
れ

樹
、

本
来
の

面
目

、

歴
然
た
る

思
あ
り
き

、

や
が
て

庵
に

帰
り
て

後
も

胸
中
釈
然
と

し
て

少
し
も
凝
滞
な

く
、

何
と

な
く

歓

喜
の

情
に

允
つ
、

当
時
の

心
状
今
】

々

言
詮
し

難
し

、

頃
日
ゼ

ー

ム

ス

氏
の

書

を

読
む
に

至
り
て

、

予
の

境
涯
は

其
ま
・

に

描
か

れ
た

る
心

地
し

、

数
年
来

な

き
命
の

洗
濯
し
た

り
、

（
『

全

集
』

新
版
三
六

巻
二

二

二

頁）

　

大

拙
は

そ

の

後
に

お
い

て
、

そ
の

大
悟
は
強

調
さ

れ

る
こ

と

な

く
、

自
身
の

悟
り
を

次
の

よ

う
に

語
っ

て

い

る
。

ア

メ

リ
カ

に
渡
る

前
の

年
の

臘
八
の

摂
心
で、

ま
あ

「

こ

れ
だ
」

と
い

う
こ

と

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
タ

が

あ
っ

た
わ

け
だ
が

、

そ
の

時
は

ま
だ

、

無
我
無
中
の

よ

う
な
も
の

だ
っ

た
、
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鈴
木
大
拙
の

＆

8
三

巴
8
の

説
を
め

ぐ
っ

て

（
石
　
井）

と

言

う
て

よ

い
。

ア
メ

リ
カ

へ

行
っ

て

ラ

サ
ー
ル

で

何
か
を
考
え
て

い

た

時
に

〈

ひ

じ、

外
に

曲
ら

ず
〉

と
い

う
一

句
を

見
て、

ふ

っ

と

何
か

が

分
か
っ

た

よ

う
な

気
が
し

た
。

「

う
ん

、

こ

れ
で

分
か
る

わ
い

。

な

あ
る

ほ

ど
、

至
極
あ
た

り
ま
え
の

こ

と
な

ん
だ

な
。

な
ん
の

造
作

も
な
い

こ

と

な
ん
だ

。

そ
う
だ
、

ひ

じ
は
曲

ら
ん

で

も

よ
い

わ
け
だ
、

不
自
由

（

必
然）

が

自
由
な
ん

だ
」

と

悟
っ

た
。

（

『

人

類
の

教
師
・

鈴

木
大
拙
〈

秋

月

龍

琅

著

作
集
6

＞

』

三
一

書

房、

一

九
七
八

年、

一

三

九

〜
一

四
〇

頁
）

　

こ

の

ラ

サ

ー

ル

で

の

〈

ひ

じ
、

外
に

曲
ら

ず
〉

の
一

句
へ

の

出

会
い

が
、

鈴
木
大

拙
の

禅
を
生

む
こ

と
に

な

る
の

で

あ

る
。

こ

の

無

字
の

大

悟
と

ラ

サ

ー

ル

の

出

来
事
は

、

盤
珪
の

不
生
禅
の

成
立
と

同
じ

思
想
構

造
を

も
っ

て

い

る

と
い

え
よ

う
。

こ

れ

ら
の

大
拙
の

大
悟
経
験
と

そ
の

禅
に

つ

い

て

は
、

小

川
隆

『

禅
思
想
史
講

義
』

（

春
秋

社、

二

〇
一

五

年）

を

参
照
さ

れ

た
い

。

　

筆
者
が

今
回
の

問

題
に
こ

だ
わ
っ

た

別
の

理

由
に

、

杉
尾

玄
有
氏
の

「

伝
記
作
者
の

誤
解
な
い

し

虚

構
」

と

し
た

道
元
の

「

叱
咤

時
脱
落
」

説

の

全
面

否
定
（

杉
尾
玄

有
『

道
元
禅
の

参
究
』

春
秋
社

、

二

〇
一

五

年
参
照）

に

賛
同
し
た
こ

と

と

も
深
く
関
係
し
て

い

る

の

で

あ
る

。

　

な
お

、

本
論
は

別
稿
「

鈴
木
大
拙
と

盤
珪
の

不
生

禅
」

（
『

禅
学
研
究
』

第
九
四
号

掲
載
予

定）

で

盤
珪

禅
の

特
色
を

中
心

に

述
べ

た

続
編
に

相
当

す
る

も
の

で

合
わ
せ

参
照
い

た

だ

け
れ

ば

幸
甚
で

あ
る

。

〈

参
考
文
献
〉

鈴

木
大

拙
『

盤
珪
の

不

生
禅

i
禅

体
験

の

研
究
序
説

1
』

（

弘
文
堂
書

　
房

、

　一

九

四

〇

年、

『

鈴
木

大

拙

全

集
』

　一

巻

所

収
、

岩

波

書

店
、

　
一

九

六
八

年）

鈴
木
大
拙
編

校
『

盤
珪
禅
師
語
録
』

（
岩
波
書
店

、

一

九
四
一

年）

鈴
木

大

拙
『

禅

思

想

史

研

究

第
一
　
　

盤

珪

禅

1
』

（

岩

波

書

店、

　
一

九

四
三

年
、

「

鈴
木
大
拙
全
集
』

一

巻
所
収

、

岩
波

書
店

、

一

九
六
八

年
）

藤

本
槌
重

編
著
『

盤
珪
国
師
乃

研
究』

（

春
秋
社

、

一

九
七
一

年）

赤
尾
龍
治
編
『

盤
珪
禅
師
全
集
』

（

大
蔵

出
版

、

］

九
七
六

年
）

入

矢
義
高
『

求
道
と
悦
楽

中
国
の

禅
と

詩
』

（

岩
波
書
店、

一

九
八

三

年
、

増

　
補
版、

岩
波

書
店

、

二

〇
一

二

年）

石

井
修

道
『

道

元

禅

師

正

法

眼

蔵

行

持
に

学
ぶ
』

（

禅

文

化
研
究

所、

　
二

〇
〇
七

年
）

石
井

修
道
『

石
頭

自
己
完

結
を
拒

否
し

つ

づ

け
た

禅
者
』

（

臨

川
書

店、

　
二

〇
一

三

年
）

小
川

隆
『

禅
思

想
史
講
義
』

（

春
秋
社

、

二

〇
一

五

年
）

杉
尾
玄

有
『

道
元
禅
の

参
究
』

（

春
秋
社

、

二

〇
一

五

年）

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
〉

不
生
禅

、

＆

霧
巳

巴
。

ロ

悟
り
と

悟
る

（

叫
び
）

、

鈴
木
大
拙

、

盤
珪

永
琢

、

（
駒
澤
大

学
名
誉
教
授
・

文
博
）
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